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我が国におけるアンガーマネジメントに関する実践研究概況
～対象者，介入方法の現状から今後の課題を考える～

齊　藤　史　恵１）

要旨：本研究では，我が国のアンガーマネジメントに関する研究動向から，近年の研究の対象者とそ
れぞれの介入方法を明らかにし，これまでのアンガーマネジメントの現状と今後の課題について検討
していくことを目的とした。「CiNii」，「Google　Scalar」，「J-STAGE」を用いて，2000年以降に発表
された介入研究を対象としたところ，28件が抽出でき，これらを研究対象とした。抽出した文献にお
いて，それぞれの介入方法を内容的視点でカテゴライズしたところ，「怒りの感情から離れる」方法と，

「自分が抱いている怒りを理解する」方法の 2 つに分類された。対象者として大学生が多く採用され
ている背景には，対人関係の変化により，大学生が感情を適切にコントロールし人間性を育んでいく
重要な時期であることが考えられた。今後は，様々な対象の多様化する怒りの特性に対応できるよう
評価方法を含めた検討の必要性が課題となった。
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Ⅰ．は じ め に

人の怒りの感情は，ほとんどの人が経験する身近で
本能的な感情の一つである。大渕らは，日本人の成人，
大学生の計254名に対して過去1週間で怒りの経験した
頻度を訪ねた結果，約80％が週に 1 回以上の怒りを感
じる経験がある1）と報告している。

湯川は，怒りについて，故意に不当な扱いを受けた
ときに生じる感情2）と定義している。

小倉らは，怒りの感情は，怒鳴ったり，叫んだり泣
いたり，様々な行動で示される3）と述べ，怒りから発
生される攻撃性などの行動に問題があるとしてきた。
しかし，この感情は，ただ激しい攻撃によって自身の
感情を表現するような単純な感情ではない。Averill
は，人が怒りを感じた際，攻撃したい願望や衝動が生
じるが，実際には非攻撃的な反応を示すことが多い4）

として，否定的感情の中でも怒りの感情を，抑制され
やすい感情であると述べている。さらに，抑制された

怒りと抑うつには関連が高い5）ということからも，怒
りは，表出する怒りも表出されない怒りも問題がある。
本田は，怒りの中には悲しさや悔しさ，苛立ち，焦燥
感，嫉妬など色々な気持ちが含まれている6）とし，小
林もまた，我を忘れるほどの怒りや，いつまでもイラ
イラをリセットできなかったりするなどの統制不良の
状態も同様に怒りの感情であり，どちらも問題行動へ
派生することが多い7）と述べていることから，怒りは，
それをなだめるような関わりだけではなく，状況に応
じた対処が必要になってくる。

一般に怒りを抑えるためには，時間の経過によって
鎮静化していくことが報告されている8）が，否定的感
情の表出を制御し長引かせると，ストレスの蓄積や，
対人関係に悪影響を及ぼしたり，心身症につながると
いう報告9）もある。このような状況に陥ることを避け
るためにアンガーマネジメントが，日常生活で感じる
怒りに適切に対処していく方法として注目されてい
る10）。アンガーマネジメントは，1970年代に犯罪者の
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更生プログラムの一環として生まれた。その後，ロン
ドン都市部の刑務所入っている囚人を対象とした犯罪
の予防や，パートナーへの暴力のリスクを軽減するた
めのプログラム11），統合失調症の患者の治療のため12）

などが検討されてきた。我が国において現在のような
アンガーマネジメントが導入されたのは，2000年を超
えたころからで，2011年には，一般社団法人日本アン
ガーマネジメント協会が設立されている。その後，心
理教育をベースとして，ビジネスパーソンや，医学・
保健分野に応用されている。教育分野では感情を抑え
られない子どもに対しての報告があり一定の効果は得
られている13）。このように，アンガーマネジメントは，
個人の健康や，対人関係，組織や社会の効率性，犯罪
の予防など，様々な側面から導入が必要であると考え
られるが，わが国では本格的に導入されてから10年余
りであり，アンガーマネジメントの介入方法に関する
現状が整理されていない。そこで，本研究では，我が
国のアンガーマネジメントに関する研究動向から，近
年（2000年～）のマネジメントの対象者とそれぞれの
怒りへの介入方法を明らかにし，それぞれの方法から
見た，これまでのアンガーマネジメントの現状と今後
の課題について検討していくことを目的としている。

Ⅱ．調 査 方 法

本研究においては，「国立情報学研究所論文情報ナ

ビゲータ「CiNii」，「Google Scalar」，「J-STAGE」の
3 つをデータベースとして用いて，掲載された文献を
対象に，「アンガーマネジメント」，「怒りのマネジメ
ント」，「アンガーコントロール」，「怒りのコントロー
ル」をキーワードとして検索を行った。該当した文献
のうち，書籍，重複，重タイトルのものを除き，タイ
トルと抄録でスクリーニングを行った。さらに，近年
の研究動向に焦点を当てるため，2000年以降に発表さ
れた介入研究を対象とした。

その際，本研究のレビュー採択基準を，①研究の対
象者が存在する実践研究であること，②怒りへの介
入，アンガーマネジメントのメソッドとその効果が記
述されていること，③研究誌や紀要などに掲載されて
いる論文であること，として整理を行い，フルテキス
トで適格性を評価した。一連のスクリーニング作業の
フローチャートは，図1の通りである。検索期間は，
2022年11月から2023年 1 月までとした。論文検索の結
果，28件の文献を抽出でき，本研究ではこれらを研究
対象とした。以上の手順により抽出した文献において，
方法の内容的視点でカテゴライズしたところ，心と身
体を「怒りの感情から離れる」方法と，「自分が抱い
ている怒りを理解する」方法の 2 つに分類された。 2
つに分類された内容は，さらに介入方法の内容ごとに
細分化した。よって，この 2 つのカテゴリーに基づい
て文献をレビューしていく。

図1　文献選択と抽出の流れ
図1　文献選択と抽出の流れ
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図3　アンガーマネジメントの対象者別内訳　　n=28 
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Ⅲ．結　　　果

1．対象文献の基本的情報（表1）
対象文献一覧は，表1のとおりである。心理系，教

育系の実践報告が多く見られが，親子関係，職場環境
によるアンガーマネジメントの研究に関しては，啓蒙
的性質の強い論文が多かった。
1 ）年次推移（図2）

年次文献数の年代別推移は，図2の通りである。
2010年代が16件と最も多く，他は，2020年代は 8 件，
2000年代 4 件であった。なお，2020年代は，2022年前
半までに発行されたものである。
2 ）研究対象（図3）

本研究において，アンガーマネジメントの対象者別
の内訳は，図3の通りである。最も多いのは，大学生・
大学院生（看護学生含む）の13件であった。発達障害
や攻撃性の高い児童・生徒が 3 件，中学生・高校生 3 件，
医療職者 3 件，市民（親含む） 3 件，刑事施設収容者
2 件，ADHDの子どもをもつ母親が 1 件であった。

本研究では，対象者が多い大学生・大学院生，発達
障害や攻撃性の高い児童，少年院などの刑事施設収容
者への更生プログラムについての介入方法の現状を述
べる。

大学生が対象者となっている研究では，大学生を対
象者とした明確な理由が記述されている研究は少な
かった。怒りの感情は，感情を適切にコントロールし
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19

98
），

第
3

者
へ

の
表

出
（

大
西

20
02

，
大

渕
ら

19
97

），
抑

制
（

W
at

os
on

 ＆
Gr

ee
r1

98
3，

久
木

山
20

02
），

視
点

転
換

の
試

み
（

久
木

山
ら

19
96

，
Gr

os
s

＆
Jo

hn
20

03
）］

○

本
研

究
で

は
，

対
象

者
と

の
親

密
性

に
よ

っ
て

怒
り

制
御

の
使

用
と

そ
の

効
果

は
に

は
明

ら
か

な
違

い
は

な
か

っ
た

。
怒

り
の

感
情

を
第

三
者

に
話

す
と

い
っ

た
感

情
を

別
の

他
者

と
共

有
す

る
社

会
的

共
有

に
は

，
対

象
者

の
負

の
評

価
を

強
め

る
と

い
う

よ
う

に
，

必
ず

し
も

他
者

か
ら

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

が
好

ま
し

い
効

果
が

出
る

と
は

限
ら

な
い

。

5
20

10

白
井

佐
和

，
武

藏
博

文
広

汎
性

発
達

障
害

児
を

対
象

と
し

た
ソ

ー
シ

ャ
ル

ス
キ

ル
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

効
果

―
怒

り
に

対
す

る
感

情
理

解
及

び
感

情
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

を
中

心
と

し
て

―

香
川

大
学

教
育

実
践

総
合

研
究

21
，

pp
35

-4
6

医
療

機
関

に
お

い
て

，
広

汎
性

発
達

障
害

の
診

断
を

受
け

た
小

学
校

5
，

6
年

生
の

男
児

6
名

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

プ
ロ

グ
ラ

ム
前

後
，

フ
ォ

ロ
ー

（
2

か
月

後
）

に
尺

度
で

評
価

を
実

施
し

た
。

プ
ロ

グ
ラ

ム
内

容
（

1）
自

分
の

怒
り

を
理

解
す

る
①

『
う

れ
し

い
』『

リ
ラ

ッ
ク

ス
』『

怒
り

』
に

つ
い

て
そ

れ
ぞ

れ
思

考
，

行
動

，
言

葉
に

表
現

さ
れ

る
体

内
の

変
化

を
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

ま
と

め
る

。
②

サ
ー

モ
メ

ー
タ

ー
で

感
情

の
段

階
を

表
す

。
（

2）
方

法
を

考
え

実
践

す
る

。
①

「
対

応
を

考
え

よ
う

」
と

導
入

し
，

怒
り

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
方

法
を

指
導

し
た

。
②

考
え

た
怒

り
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

方
法

を
，

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

で
実

践
す

る
（

3）
マ

イ
ナ

ス
思

考
を

プ
ラ

ス
に

変
え

る
・

マ
ト

ソ
ン

年
少

者
社

会
的

ス
キ

ル
尺

度
・

児
童

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
・

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト

○
○

○
○

分
散

分
析

の
結

果
，「

友
人

へ
の

攻
撃

」に
有

意
な

差
が

見
ら

れ
た

。
児

童
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

・
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
「

不
機

嫌
・

怒
り

」
の

項
目

で
に

減
少

し
た

。
マ

イ
ナ

ス
思

考
を

プ
ラ

ス
に

変
え

る
練

習
で

は
，

マ
イ

ナ
ス

思
考

を
否

定
形

に
す

る
，

自
己

教
示

を
そ

の
ま

ま
記

述
す

る
な

ど
，

対
象

児
の

理
解

の
不

十
分

さ
が

見
ら

れ
た

。
そ

こ
で

，
マ

イ
ナ

ス
思

考
に

な
る

状
況

が
起

こ
っ

た
場

面
を

イ
ラ

ス
ト

で
示

し
，

パ
ワ

ー
ポ

イ
ン

ト
で

説
明

し
な

が
ら

練
習

を
再

度
行

っ
た

と
こ

ろ
，

考
え

方
を

プ
ラ

ス
に

変
え

る
言

葉
を

発
表

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

表
1

　
抽

出
さ

れ
た

論
文

と
介

入
方

法
内

訳



我が国におけるアンガーマネジメントに関する実践研究概況～対象者，介入方法の現状から今後の課題を考える～ 5
通

し
発

行
年

研
究

者
論

文
テ

ー
マ

掲
載

雑
誌

対
象

者
方

　
法

怒
り

の
感

情
か

ら
離

れ
る

自
分

が
抱

い
て

い
る

怒
り

を
理

解
す

る

結
果

，
考

察
タイ

ム
アウ

ト
気

分
転

換
・

レ
ク

リラ
クゼ

ー
ショ

ン・
呼

吸
法

社
会

的
 

共
有

怒
り

に
つ

い
て

の
 

講
義

怒
り

の
 

測
定

ア
ン

ガ
ー

ロ
グ

べ
き

ロ
グ

・
ト

リ
ガ

ー
ロ

グ
対

処
法

検
討

6
20

11

松
本

守
弘

，
柴

山
謙

二
大

学
生

の
対

人
関

係
向

上
の

た
め

の
ア

ン
ガ

ー
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

熊
本

大
学

教
育

学
部

紀
要

人
文

科
学

60
，

pp
15

3-
16

2

大
学

生
7

名
（

男
子

2
名

，
女

子
5

名
）

安
藤

の
ポ

イ
ン

ト
（

20
08

）
に

よ
る

①
怒

り
の

プ
ロ

セ
ス

②
目

標
の

設
定

③
ト

リ
ガ

ー
思

考
，

べ
き

思
考

④
深

呼
吸

，
カ

ウ
ン

テ
ィ

ン
グ

，
リ

フ
レ

ー
ミ

ン
グ

，
リ

マ
イ

ン
ダ

ー
，

リ
ラ

ク
セ

ー
シ

ョ
ン

に
沿

っ
て

行
う

。
1．

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
（

仲
良

く
な

る
）

2．
悩

み
の

共
有

，
怒

り
の

発
生

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

学
び

と
目

標
設

定
。

ト
リ

ガ
ー

思
考

，
べ

き
思

考
，

怒
り

の
強

弱
を

客
観

視
し

対
処

法
を

考
え

る
。

3．
振

り
返

り
シ

ー
ト

へ
の

記
入

と
テ

ィ
ー

タ
イ

ム
・

シ
ェ

ア
リ

ン
グ

質
問

紙
調

査
・

心
理

ス
ト

レ
ス

反
応

尺
度

SR
S-

18
（

鈴
木

19
97

）
怒

り
を

測
定

す
る

・
対

人
ス

ト
レ

ス
イ

ベ
ン

ト
尺

度
（

橋
本

19
97

）
対

人
関

係
に

お
け

る
怒

り
を

測
定

す
る

・
不

合
理

な
信

念
測

定
尺

度
短

縮
版

（
JI

BT
-

20
）（

鈴
木

ら
20

00
）

ト
リ

ガ
ー

思
考

を
ど

の
よ

う
に

捉
え

て
い

る
の

か
測

定
す

る
。

○
○

○
○

○

怒
り

場
面

を
思

い
出

し
て

状
況

が
沸

き
あ

が
て

く
る

も
の

も
い

た
。

自
ら

の
ト

リ
ガ

ー
思

考
に

気
づ

い
た

。
今

後
も

意
識

し
て

人
と

か
か

わ
っ

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
と

い
う

学
び

が
あ

っ
た

。
前

後
に

お
い

て
対

人
ス

ト
レ

ス
が

有
意

に
減

少
し

て
い

た
。

信
念

で
は

，「
自

己
期

待
」

と
「

倫
理

的
非

難
」

の
項

目
で

有
意

差
が

見
ら

れ
た

。

7
20

12

松
本

守
弘

，
柴

山
謙

二
認

知
の

変
容

を
め

ざ
し

た
ア

ン
ガ

ー
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

ー
メ

ン
バ

ー
同

士
の

討
論

を
通

し
て

ー

熊
本

大
学

教
育

学
部

紀
要

人
文

科
学

61
，

pp
87

-
95

大
学

生
10

8名
（

質
問

紙
調

査
を

実
施

し
，特

性
的

な
怒

り
が

高
く

，
怒

り
の

表
出

が
高

い
7

名
を

対
象

と
す

る
。）

質
問

紙
調

査
を

実
施

し
，

特
性

的
な

怒
り

が
高

く
，

怒
り

の
表

出
が

高
い

7名
を

対
象

と
す

る
。

・
特

性
尺

度
：

怒
り

尺
度

（
鈴

木
ら

19
98

）
・

怒
り

の
表

出
傾

向
に

関
す

る
信

念
尺

度
（

増
田

20
05

）
ア

ン
ガ

ー
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
全

5
セ

ッ
シ

ョ
ン

（
週

1
，

各
1

時
間

）
1．

心
理

教
育

（
怒

り
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
と

目
標

設
定

）
2．

怒
り

の
状

態
に

気
づ

く（
自

分
を

客
観

視
）

3．
認

知
の

変
容

①
（

呼
吸

法
，

建
設

的
な

考
え

へ
の

変
換

，
ト

リ
ガ

ー
思

考
を

見
つ

け
る

）
4．

認
知

の
変

容
②

（
相

手
は

ど
う

考
え

て
い

る
の

か
を

考
え

る
。

落
ち

着
い

て
行

動
す

る
。）

5．
振

り
返

り
（

目
標

を
振

り
返

る
）　

○
○

○
○

○

ア
ン

ガ
ー

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

実
践

を
通

し
て

，
信

念
体

型
も

変
化

は
な

し
。

不
合

理
な

信
念

測
定

尺
度

短
縮

版
は

倫
理

的
非

難
な

ど
の

数
値

が
減

少
し

て
い

た
。

心
理

的
ス

ト
レ

ス
尺

度
や

，
ア

ン
ガ

ー
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
実

践
す

る
際

は
，

対
象

者
が

ど
の

よ
う

な
対

処
法

が
効

果
的

だ
と

い
う

こ
と

を
把

握
す

る
必

要
が

あ
る

。

8
20

12

高
山

蓮
花

，
谷

本
公

重
，

笠
井

勝
代

，
森

津
太

子

看
護

基
礎

教
育

に
お

け
る

SS
T

の
効

果
と

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

検
討

香
川

大
学

看
護

学
雑

誌
16

（
1）

，
pp

29
-

37

看
護

学
生

1
年

生
24

名
13

セ
ッ

シ
ョ

ン
の

SS
T

を
実

施
し

，
そ

の
中

で
怒

り
の

コ
ン

ロ
ロ

ー
ル

と
し

て
ペ

ア
に

教
示

と
モ

デ
リ

ン
グ

の
後

の
ペ

ア
学

習
を

行
っ

た
。

そ
の

前
後

で
質

問
紙

調
査

を
実

施
し

た
・

K
IS

S1
8

・
感

情
処

理
ス

キ
ル

設
問

問
題

を
実

施
し

た
。

○
○

○

結
果

，
前

後
で

K
IS

S1
8で

は
さ

ほ
ど

変
化

は
な

か
っ

た
が

，
感

情
処

理
の

ス
キ

ル
の

得
点

は
上

昇
し

て
い

た
。

ア
サ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル
の

獲
得

に
よ

り
，

自
分

の
感

情
を

相
手

に
う

ま
く

伝
え

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
こ

と
が

，
感

情
処

理
の

ス
キ

ル
に

向
上

効
果

を
も

た
ら

し
た

9
20

12
関

屋
裕

希
，

小
玉

正
博

怒
り

感
情

生
起

後
の

対
処

と
し

て
の

見
返

し
と

仕
返

し
—

怒
り

感
情

低
減

効
果

と
自

尊
感

情
回

復
効

果
に

着
目

し
て

—

健
康

心
理

学
研

究
25（

2）
，

pp
19

-2
7（

原
著

）

国
立

・
私

立
大

学
生

・
大

学
院

生
33

1名

場
面

想
定

法
に

よ
る

個
別

記
入

方
式

の
質

問
紙

実
験

を
実

施
し

た
。

実
験

参
加

者
は

，
無

作
為

に
（

直
接

的
に

表
出

し
な

い
）

見
返

し
対

処
群

と
仕

返
し

対
処

群
に

振
り

分
け

ら
れ

た
。

イ
メ

ー
ジ

場
面

 （
怒

り
誘

発
場

面
，

見
返

し
対

処
場

面
，

仕
返

し
対

処
場

面
）

の
3

つ
の

イ
メ

ー
ジ

場
面

を
使

用
し

た
。

提
示

し
た

場
面

の
内

容
は

，
他

者
か

ら
の

非
難

・
侮

蔑
に

関
す

る
も

の
で

あ
っ

た
。

・
怒

り
感

情
：

怒
り

感
情

の
変

化
の

過
程

を
評

価
（

Sp
ie

lb
er

ge
r1

98
8）

・
St

at
e-

T
ra

it
 A

ng
er

E
xp

re
ss

io
n 

In
ve

nt
or

y（
ST

A
X

I）
の

邦
訳

版
（

鈴
木

・
春

木
，

19
94

）
の

う
ち

，
状

態
怒

り
尺

度
10

項
目

。
　

・
自

尊
感

情
：（

Ro
se

nb
er

g（
19

65
）

山
本

・
松

井
・

山
成

19
82

で
邦

訳
）

10
項

目
。

○

見
返

し
対

処
群

で
は

，
怒

り
誘

発
場

面
呈

示
前

後
で

上
昇

し
た

状
態

怒
り

得
点

が
，

対
処

場
面

呈
示

後
に

有
意

に
低

減
し

て
お

り
，

怒
り

が
誘

発
さ

れ
た

と
き

に
見

返
し

対
処

す
る

こ
と

で
怒

り
感

情
が

低
減

す
る

可
能

性
が

示
さ

れ
た

。
見

返
し

対
処

で
は

，怒
り

誘
発

場
面

後
に

，何
を

す
べ

き
か

考
え

，
努

力
行

動
を

と
る

と
い

う
対

処
で

あ
る

と
い

え
る

。
仕

返
し

対
処

群
で

は
，

怒
り

誘
発

場
面

呈
示

前
後

で
上

昇
し

た
状

態
怒

り
得

点
が

，
対

処
後

に
有

意
に

低
下

し
て

お
り

，
怒

り
が

誘
発

さ
れ

た
と

き
に

仕
返

し
対

処
を

す
る

こ
と

で
怒

り
感

情
が

低
減

す
る

可
能

性
が

示
さ

れ
た

。



齊　藤6
通

し
発

行
年

研
究

者
論

文
テ

ー
マ

掲
載

雑
誌

対
象

者
方

　
法

怒
り

の
感

情
か

ら
離

れ
る

自
分

が
抱

い
て

い
る

怒
り

を
理

解
す

る

結
果

，
考

察
タイ

ム
アウ

ト
気

分
転

換
・

レ
ク

リラ
クゼ

ー
ショ

ン・
呼

吸
法

社
会

的
 

共
有

怒
り

に
つ

い
て

の
 

講
義

怒
り

の
 

測
定

ア
ン

ガ
ー

ロ
グ

べ
き

ロ
グ

・
ト

リ
ガ

ー
ロ

グ
対

処
法

検
討

10
20

13

平
野

美
沙

，
湯

川
進

太
郎

マ
イ

ン
ド

フ
ル

ネ
ス

瞑
想

の
怒

り
低

減
効

果
に

関
す

る
実

験
的

検
討

心
理

学
研

究
84

（
2）

，
p

p
93

-1
02

（
原

著
）

大
学

生
を

対
象

に
実

験
群

37
名

，
統

制
群

27
名

実
験

群
と

統
制

群
に

分
か

れ
，

1
週

間
の

実
験

介
入

の
前

後
及

び
介

入
後

の
4

週
間

の
3

時
点

（
プ

レ
，

ポ
ス

ト
，

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
）

に
て

質
問

紙
で

調
査

（
怒

り
の

反
す

う
傾

向
，

怒
り

の
喚

起
傾

向
，

怒
り

の
持

続
傾

向
）

を
実

験
群

は
実

験
室

や
自

宅
で

マ
イ

ン
ド

フ
ル

ネ
ス

瞑
想

（
呼

吸
瞑

想
）

を
行

っ
た

。
1

週
間

の
マ

イ
ン

ド
フ

ル
ネ

ス
瞑

想
は

の
構

成
は

，
K

ab
at

-Z
in

n（
19

90
春

木
訳

20
07

，
20

03
）

の
開

発
し

た
M

BS
R

の
方

針
に

従
い

，
特

に
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
初

期
段

階
で

行
わ

れ
る

呼
吸

法
お

よ
び

静
座

瞑
想

法
に

基
づ

き
作

成
し

た
。

ま
た

，
実

験
群

で
は

瞑
想

の
前

後
に

気
分

の
評

定
を

し
た

。

○

結
果

，
継

続
的

に
マ

イ
ン

ド
フ

ル
ネ

ス
瞑

想
を

行
う

こ
と

に
よ

っ
て

，
怒

り
の

反
す

う
傾

向
，

喚
起

傾
向

，
持

続
傾

向
の

3
つ

の
側

面
で

は
，

怒
り

の
反

す
う

傾
向

に
低

減
傾

向
が

見
ら

れ
た

。
さ

ら
に

瞑
想

を
通

し
て

毎
回

リ
ラ

ク
ゼ

ー
シ

ョ
ン

効
果

が
出

て
い

た
。

介
入

の
長

さ
と

効
果

に
つ

い
て

は
，

5
日

間
（

1
回

20
分

）
が

こ
の

効
果

に
ど

の
よ

う
に

影
響

し
た

の
か

は
ま

だ
わ

か
ら

な
い

。

11
20

13

高
野

光
司

，
本

田
恵

子
刑

事
施

設
に

お
け

る
ア

ン
ガ

ー
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

―
奈

良
少

年
刑

務
所

に
お

け
る

取
組

を
中

心
に

―
 

早
稲

田
大

学
社

会
安

全
政

策
研

究
所

紀
要

，
pp

21
-

37

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

対
象

者
は

，「
施

設
収

容
後

も
暴

言
や

暴
力

を
繰

り
返

し
て

い
る

IQ
85

 以
下

の
者

」
を

条
件

と
し

て
，

1
期

に
つ

き
6

～
8

名
が

選
定

さ
れ

る
。

第
3

期
を

含
め

た
対

象
者

の
合

計
は

20
名

（
全

員
男

性
）。

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

始
時

の
平

均
年

齢
は

24
.05

歳
（

標
準

偏
差

3.0
4）

で
あ

り
，

平
均

IQ
相

当
値

は
78

.20
（

標
準

偏
差

4.5
9）

で
あ

っ
た

。
暴

力
事

犯
者

の
割

合
は

70
.0％

で
あ

っ
た

。

更
生

（
B）

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

効
果

測
定

に
あ

た
り

，
プ

ロ
グ

ラ
ム

前
後

に
絵

画
―

欲
求

不
満

テ
ス

ト
（

Pi
ct

ur
e-

Fr
us

tr
at

io
n 

St
ud

y;
 

P-
F

ス
タ

デ
ィ

）
を

実
施

し
た

。
24

種
の

欲
求

不
満

を
生

じ
さ

せ
る

場
面

を
提

示
し

，
各

場
面

に
対

す
る

被
験

者
の

反
応

を
問

う
テ

ス
ト

で
あ

り
，

被
験

者
の

攻
撃

性
の

程
度

で
は

な
く

，
攻

撃
性

の
表

出
形

態
を

測
っ

た
。

○
○

○
○

結
果

，
Bプ

ロ
グ

ラ
ム

に
よ

り
，

①
自

身
の

欲
求

を
妨

げ
る

障
害

の
原

因
を

他
者

や
環

境
に

求
め

，
不

満
を

表
し

た
り

，
他

者
や

環
境

を
非

難
し

た
り

す
る

こ
と

が
少

な
く

な
っ

た
こ

と
②

自
身

の
欲

求
を

妨
げ

る
障

害
の

原
因

を
自

分
に

求
め

て
謝

罪
し

た
り

，
そ

の
障

害
は

誰
の

責
任

で
も

な
い

と
考

え
て

相
手

を
許

し
た

り
す

る
こ

と
が

多
く

な
っ

た
こ

と
③

自
身

の
欲

求
を

妨
げ

る
障

害
を

自
力

で
克

服
し

よ
う

と
し

た
り

，
我

慢
し

て
や

り
過

ご
そ

う
と

し
た

り
す

る
こ

と
が

多
く

な
っ

た
こ

と
，

の
3

点
が

示
唆

さ
れ

る
。

B
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
，

対
象

者
の

暴
力

行
為

の
低

減
に

一
定

の
効

果
を

持
つ

と
考

え
ら

れ
た

。

12
20

14

髙
岸

百
合

子
，

堀
越

勝
，

勝
田

浩
章

，
至

極
睦

反
犯

罪
性

思
考

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

受
講

が
受

刑
者

の
怒

り
の

統
制

と
問

題
解

決
法

に
与

え
る

影
響

―
認

知
行

動
モ

デ
ル

に
よ

る
一

般
改

善
指

導
の

効
果

の
検

討
―

犯
罪

心
理

学
研

究
52（

1）
，

pp
31

-4
5

A
指

標
と

し
て

判
定

さ
れ

た
初

入
の

受
刑

者
（

男
性

及
び

女
性

）
を

主
に

収
容

す
る

刑
事

施
設

に
入

所
中

の
者

25
2名

反
犯

罪
性

思
考

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

A
nt

i C
rim

in
al

 
in

ki
ng

 P
ro

gr
am

：
A

CT
）

の
受

講
が

受
刑

者
の

怒
り

の
統

制
と

問
題

解
決

法
に

与
え

る
影

響
を

検
討

す
る

。
プ

ロ
グ

ラ
ム

前
後

に
調

査
を

行
っ

た
。

調
査

時
期

，
罪

種
を

も
と

に
分

類
し

た
群

及
び

性
別

を
要

因
と

し
た

3
要

因
混

合
計

画
の

分
散

分
析

を
行

っ
た

。
・

日
本

語
版

 S
T

A
X

I-2
・

T
A

C-
24

・
人

格
特

性
的

自
己

効
力

感
尺

度
・

 P
-F

ス
タ

デ
ィ

○
○

○
○

○
○

A
CT

の
受

講
後

，
怒

り
の

統
制

が
高

ま
り

，
積

極
的

な
問

題
解

決
を

図
る

傾
向

が
促

進
さ

れ
る

な
ど

，
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
主

旨
か

ら
期

待
さ

れ
る

変
化

が
概

ね
認

め
ら

れ
た

。

13
20

17

小
野

里
美

帆
，

川
本

拓
海

A
D

H
D

を
も

つ
児

童
に

対
す

る
「

感
情

の
自

覚
化

」
を

促
す

支
援

に
つ

い
て

の
試

み
―

「
感

情
の

自
覚

化
」

か
ら

調
整

へ
の

プ
ロ

セ
ス

に
つ

い
て

の
分

析
―

文
教

大
学

教
育

学
部

「
教

育
学

部
紀

要
」5

1，
pp

18
9-

19
9

7
歳

A
D

H
D

児
，

1
名

行
動

の
振

り
返

り
（

毎
日

1
日

の
終

わ
り

に
実

施
）

感
情

調
整（

怒
り

の
イ

メ
ー

ジ
を

絵
で

表
し

，
怒

り
の

感
覚

的
状

態
や

要
因

の
自

覚
化

を
促

す
こ

と
を

目
的

と
し

た
。

怒
り

の
兆

候
が

あ
る

時
：

気
分

転
換

を
促

す
怒

り
が

爆
発

し
た

場
面

：
タ

イ
ム

ア
ウ

ト
→

落
ち

着
い

て
か

ら
，

怒
り

の
振

り
返

り
シ

ー
ト

を
活

用
（

肯
定

的
・

共
感

的
に

支
持

）

○
○

○
○

解
決

で
き

な
い

問
題

に
対

し
て

，
か

ん
し

ゃ
く

を
起

こ
さ

ず
問

題
を

飛
ば

す
と

い
っ

た
対

処
策

を
実

施
す

る
姿

が
見

ら
れ

た
。

振
り

返
り

で
は

，
言

語
化

で
き

る
こ

と
が

大
切

で
あ

る
。

互
い

行
為

に
及

ん
だ

時
に

は
，

謝
罪

す
る

と
い

っ
た

解
決

策
を

語
る

こ
と

が
で

き
た

。
常

に
肯

定
的

に
関

わ
る

こ
と

。
常

に
大

人
に

よ
る

支
え

は
ネ

ガ
テ

ィ
ブ

な
感

情
を

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

す
る

た
め

に
は

欠
か

せ
な

い
。

14
20

17

宮
崎

圭
子

，
会

田
龍

之
介

，
須

藤
麻

衣

修
正

版
ア

ン
ガ

ー
・

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
と

そ
の

効
果

検
討

 ―
サ

イ
コ

エ
デ

ュ
ケ

ー
シ

ョ
ナ

ル
・

グ
ル

ー
プ

の
枠

組
み

で
―

跡
見

学
園

女
子

大
学

附
属

心
理

教
育

相
談

所
紀

要
13

，
pp

35
-

42

実
験

群
関

東
圏

内
居

住
の

成
人

62
人

（
平

均
年

齢
56

.74
 S

D
14

.17
，

男
性

16
人

 女
性

46
人

）
比

較
群

関
東

圏
内

居
住

の
成

人
16

人
（

平
均

年
齢

57
.8 

SD
10

.30
，

男
性

2
人

 女
性

12
人

）

時
間

イ
メ

ー
ジ

尺
度

（
都

筑
，

19
93

）
が

開
発

し
た

SD
法

に
よ

る
時

間
イ

メ
ー

ジ
尺

度
（

全
60

項
目

）
ア

ン
ガ

ー
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
ワ

ー
ク

内
容

1．
日

常
の

怒
り

の
言

葉
を

ノ
ー

ト
に

書
く

（
怒

っ
た

時
の

出
来

事
，

状
況

，
ど

の
よ

う
に

そ
の

出
来

事
を

操
作

し
た

か
，

ど
の

程
度

の
怒

り
か

，
ど

の
程

度
う

ま
く

怒
り

を
マ

ネ
ー

ジ
で

き
た

か
。）

2．
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
，

深
呼

吸
，

数
を

数
え

る
エ

ク
サ

サ
イ

ズ
を

教
え

る
3．

怒
り

に
付

随
す

る
認

知
を

分
析

。
怒

りを
長

引
か

せ
た

り
，

強
くさ

せ
る

よう
な

考
え

に
対

し
て

落
ち

着
か

せ
る

た
め

の
方

法
を

教
え

る
4．

グ
ル

ー
プ

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

時
に

起
こ

る
怒

り
を

引
き

起
こ

す
出

来
事

は
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
で

分
析

5．
怒

り
を

抑
制

す
る

た
め

に
，

彼
ら

に
グ

ル
ー

プ
リ

ー
ダ

ー
に

な
っ

て
も

ら
う

○
○

○
○

○
○

時
間

イ
メ

ー
ジ

尺
度

で
は

，
プ

ロ
グ

ラ
ム

Ⅰ
の

方
が

効
果

的
で

あ
っ

た
と

い
う

結
果

で
あ

っ
た

。
実

施
方

法
で

時
間

的
に

余
裕

が
な

か
っ

た
な

ど
が

考
え

ら
れ

た
。



我が国におけるアンガーマネジメントに関する実践研究概況～対象者，介入方法の現状から今後の課題を考える～ 7
通

し
発

行
年

研
究

者
論

文
テ

ー
マ

掲
載

雑
誌

対
象

者
方

　
法

怒
り

の
感

情
か

ら
離

れ
る

自
分

が
抱

い
て

い
る

怒
り

を
理

解
す

る

結
果

，
考

察
タイ

ム
アウ

ト
気

分
転

換
・

レ
ク

リラ
クゼ

ー
ショ

ン・
呼

吸
法

社
会

的
 

共
有

怒
り

に
つ

い
て

の
 

講
義

怒
り

の
 

測
定

ア
ン

ガ
ー

ロ
グ

べ
き

ロ
グ

・
ト

リ
ガ

ー
ロ

グ
対

処
法

検
討

15
20

17

安
永

薫
梨

，
宇

佐
美

し
お

り

境
界

性
パ

ー
ソ

ナ
リ

テ
ィ

障
害

を
持

つ
患

者
の

怒
り

に
対

す
る

看
護

介
入

～
精

神
看

護
専

門
看

護
師（

CN
S）

へ
の

面
接

調
査

の
分

析
か

ら
～

福
岡

県
立

大
学

看
護

学
研

究
紀

要
14

，
pp

1-
9

精
神

看
護

CN
S

7
名

境
界

性
パ

ー
ソ

ナ
リ

テ
ィ

障
害

を
持

つ
患

者
の

怒
り

に
つ

い
て

，「
よ

く
話

を
聞

く
」

看
護

介
入

を
通

し
，

そ
の

看
護

師
の

評
価

を
，

半
構

成
的

面
接

調
査

を
行

い
，

グ
ラ

ン
デ

ッ
ド

・
セ

オ
リ

ー
・

ア
プ

ロ
ー

チ
の

手
法

に
基

づ
い

て
分

析
○

【
患

者
の

見
捨

て
ら

れ
不

安
や

罪
悪

感
を

受
け

止
め

，
そ

れ
ら

を
受

け
入

れ
て

対
応

で
き

る
】

を
コ

ア
カ

テ
ゴ

リ
ー

と
し

，《
患

者
と

の
関

係
作

り
を

念
頭

に
置

き
，

患
者

の
他

者
に

対
す

る
依

存
へ

の
対

処
を

模
索

》《
患

者
の

安
心

感
に

配
慮

し
た

状
況

で
患

者
の

思
い

の
言

語
化

を
促

し
，

行
動

化
に

代
わ

る
行

動
の

選
択

肢
を

探
求

》《
患

者
の

怒
り

の
矛

先
を

明
確

に
し

，
安

全
に

そ
の

対
象

に
向

け
て

表
現

す
る

の
を

助
け

る
》《

患
者

が
怒

り
に

対
処

で
き

た
時

は
褒

め
，

支
持

》《
患

者
が

希
望

を
実

現
で

き
る

よ
う

に
支

持
》

と
い

う
6

つ
の

カ
テ

ゴ
リ

ー
で

構
成

さ
れ

て
い

た
。

16
20

18

酒
井

久
実

代
，

河
﨑

俊
博

 

振
り

返
り

日
記

が
精

神
的

健
康

に
及

ぼ
す

効
果

の
検

討

サ
イ

コ
ロ

ジ
ス

ト
関

西
大

学
臨

床
心

理
専

門
職

大
学

院
紀

要
 8

，
pp

49
-5

9.

大
学

生
の

心
理

学
の

授
業

ラ
ン

ダ
ム

に
以

下
の

3
つ

の
条

件
に

割
り

当
て

，
実

験
参

加
者

は
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
日

記
を

書
き

，
筆

頭
著

者
に

送
付

し
た

。
出

来
事

筆
記

群
（

9
名

），
感

情
筆

記
群

（
7

名
），

フ
ェ

ル
ト

セ
ン

ス
筆

記
群

（
8

名
）

日
記

を
書

く
前

後
と

フ
ォ

ロ
ー（

1
か

月
後

）
に

以
下

の
調

査
を

実
施

し
た

。
・

ス
ト

レ
ス

反
応

尺
度

（
鈴

木
・

豊
田

・
小

杉
 2

00
4）

・
GH

Q
12

（
中

川
・

大
坊

 2
01

3）
・

本
来

感
尺

度
（

伊
藤

・
小

玉
 2

00
5）

○

結
果

，「
怒

り
」

は
，

有
意

に
低

下
し

た
。

特
に

「
抑

う
つ

」
は

日
記

筆
記

終
了

直
後

だ
け

で
な

く
，

日
記

筆
記

終
了

1
ヵ

月
後

も
有

意
に

低
下

し
て

お
り

，「
振

り
返

り
日

記
」

の
効

果
が

持
続

し
て

い
る

こ
と

が
示

さ
れ

た
。

17
20

18

齋
藤

義
雄

，
西

田
裕

介
他

管
理

職
の

臨
床

始
動

時
に

生
じ

る
怒

り
の

一
次

感
情

と
性

格
特

性
の

調
査

理
学

療
法

学
30

～
54

歳
の

管
理

職
男

性
理

学
療

養
士

22
名

質
問

紙
調

査
，

横
断

的
研

究
・

性
格

特
性

（
日

本
語

版
T

IP
I-J

）
・

自
尊

感
情

尺
度

（
ロ

ー
ゼ

ン
バ

ー
グ

）
・

怒
り

・
攻

撃
性

（
日

本
語

版
Bu

ss
-P

er
ry

攻
撃

性
質

問
紙

）
・

怒
り

の
喚

起
・

持
続

尺
度

（
堀

，
20

10
）

○
○

怒
り

の
原

因
と

な
る

一
次

感
情

は
，「

心
配

」「
落

胆
」「

不
安

」
で

あ
っ

た
。

怒
り

を
感

じ
る

指
導

場
面

は
期

待
と

現
実

と
の

ず
れ

を
生

じ
る

と
き

に
お

き
る

傾
向

を
示

し
た

。
性

格
特

性
で

は
，

協
調

性
が

あ
り

外
向

的
で

な
い

指
導

者
に

怒
り

の
喚

起
が

起
き

や
す

い
。

18
20

18

宮
城

政
也

，
喜

屋
武

享
中

学
校

特
別

活
動

に
お

け
る

ア
ン

ガ
ー

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

教
育

の
効

果
―

ス
ト

レ
ス

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

，
ア

サ
ー

テ
ィ

ブ
ネ

ス
・

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
取

り
入

れ
た

授
業

実
践

―

日
本

健
康

教
育

学
会

誌
26

（
4）

，
pp

37
2-

38
1

中
学

校
3

年
生

，
2

ク
ラ

ス
（

ア
ン

ガ
ー

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

授
業

実
施

ク
ラ

ス
：

男
子

16
名

，
女

子
19

名
／

授
業

非
実

施
ク

ラ
ス

：
男

子
15

名
，

女
子

18
名

）
の

計
68

名

「
授

業
実

施
ク

ラ
ス

」「
授

業
非

実
施

ク
ラ

ス
」

の
授

業
前

後
の

各
心

理
評

価
尺

度
に

よ
る

変
化

量
と

し
て

，「
ス

ト
レ

ス
反

応
」「

ス
ト

レ
ス

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

自
己

効
力

感
」「

怒
り

制
御

」
を

そ
の

前
後

に
調

べ
た

。
授

業
内

容
Ⅰ

．
ス

ト
レ

ス
に

つ
い

て
の

知
識

Ⅱ
．

ス
ト

レ
ス

コ
ー

ピ
ン

グ
演

習
：

リ
ラ

ク
セ

ー
シ

ョ
ン

演
習

，
モ

ノ
の

見
え

方
，

捉
え

方
→

論
理

的
情

動
行

動
療

法
を

基
礎

と
し

た
認

知
の

変
容

・
再

構
成

Ⅲ
．

ア
ン

ガ
ー

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

（
知

識
と

し
て

理
解

，
ス

ト
レ

ス
と

の
共

通
項

，
怒

り
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
）

Ⅳ
．ア

ン
ガ

ー
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
②

対
処

法（
怒

り
の

原
因

で
あ

る
「

ゆ
ず

れ
な

い
価

値
観

」
を

理
解

し
て

，
自

分
次

第
で

イ
ラ

イ
ラ

も
少

な
く

な
る

こ
と

を
理

解
す

る
。

O
K

ゾ
ー

ン
を

広
げ

る
。

怒
り

の
性

質
（

ⅰ
高

い
と

こ
ろ

か
ら

低
い

と
こ

ろ
へ

ⅱ
伝

染
す

る
ⅲ

身
近

な
対

象
に

向
か

う
傾

向
ⅳ

動
機

付
け

に
も

な
る

）
を

理
解

す
る

。
Ⅴ

．
ア

サ
ー

テ
ィ

ブ
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

○
○

○
○

○

授
業

実
施

ク
ラ

ス
ト

，
非

実
施

ク
ラ

ス
と

の
差

が
出

た
の

は
，「

憂
う

つ
」

の
み

で
あ

っ
た

。
大

人
の

理
解

と
生

徒
の

理
解

の
差

に
つ

い
て

は
注

意
が

必
要

で
あ

る
。

自
分

が
ど

の
タ

イ
プ

に
当

て
は

ま
る

か
の

理
解

が
難

し
い

（
現

実
的

に
は

相
手

に
よ

っ
て

対
応

を
変

え
る

た
め

）
と

い
う

反
応

を
示

し
て

い
た

。
ア

ン
ガ

ー
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
単

独
の

介
入

よ
り

も
論

理
情

動
行

動
療

法
（

RE
BT

）
と

の
組

み
合

わ
せ

に
よ

る
介

入
が

，
生

徒
の

抑
う

つ
水

準
と

怒
り

の
減

少
作

用
を

増
加

さ
せ

て
い

た
。

19
20

19

木
村

拓
磨

育
児

困
難

を
感

じ
る

親
に

対
す

る
親

教
室

の
効

果
―

こ
ど

も
の

発
育

セ
ン

タ
ー

と
の

連
携

に
よ

る
子

育
て

支
援

―

保
育

学
研

究
57

（
1）

，
pp

10
2-

11
3

（
原

著
）

3
歳

か
ら

8
歳

の
子

ど
も

の
母

親
12

名
（

う
ち

6
名

A
SD

，
1

名
A

D
H

D
）

6
回

の
ペ

ア
ト

レ
1

回
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
（

セ
ッ

シ
ョ

ン
5

に
お

い
て

ア
ン

ガ
ー

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

実
施

）
毎

回
の

実
施

前
後

で
，

育
児

困
難

感
Ⅰ

（
自

信
の

な
さ

，
戸

惑
い

）
11

項
目

，
育

児
困

難
感

Ⅱ
（

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
，

攻
撃

的
感

情
）

7
項

目
（

い
ず

れ
も

川
井

ら
19

99
）

を
実

施
し

た
。

ア
ン

ガ
ー

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

内
容

：
偏

っ
た

思
考

，
イ

ラ
イ

ラ
時

の
身

体
反

応
に

つ
い

て
の

講
義

と
ホ

ー
ム

ワ
ー

ク
（

イ
ラ

イ
ラ

を
見

つ
め

る
）

と
，

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク

○
○

○

結
果

，
育

児
困

難
感

Ⅰ
に

つ
い

て
は

有
意

差
が

出
た

が
，

育
児

困
難

感
に

つ
い

て
は

有
意

差
は

み
ら

れ
な

か
っ

た
。

講
義

形
式

で
あ

っ
た

こ
と

や
，

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

後
半

に
入

っ
て

い
た

こ
と

か
ら

，
こ

の
介

入
で

は
ア

ン
ガ

ー
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
は

さ
ほ

ど
効

果
が

な
い

と
い

う
結

果
で

あ
っ

た
。



齊　藤8
通

し
発

行
年

研
究

者
論

文
テ

ー
マ

掲
載

雑
誌

対
象

者
方

　
法

怒
り

の
感

情
か

ら
離

れ
る

自
分

が
抱

い
て

い
る

怒
り

を
理

解
す

る

結
果

，
考

察
タイ

ム
アウ

ト
気

分
転

換
・

レ
ク

リラ
クゼ

ー
ショ

ン・
呼

吸
法

社
会

的
 

共
有

怒
り

に
つ

い
て

の
 

講
義

怒
り

の
 

測
定

ア
ン

ガ
ー

ロ
グ

べ
き

ロ
グ

・
ト

リ
ガ

ー
ロ

グ
対

処
法

検
討

20
20

19

橘
内

久
美

，
金

丸
隆

太
日

記
に

よ
る

「
も

つ
れ

た
怒

り
」

の
低

減
茨

城
大

学
教

育
学

部
紀

要
（

教
育

科
学

）
68

，
pp

51
9-

53
2

予
備

調
査

：
大

学
院

生
（

臨
床

心
理

学
を

専
攻

），
男

女
1

名
ず

つ
本

調
査

：
30

歳
以

上
の

男
女

14
名

（
実

験
群

9
名

と
統

制
群

5
名

）

予
備

調
査

毎
日

「
過

去
の

怒
り

」）
を

選
定

し
，そ

の
怒

り
に

つ
い

て
2～

3
ペ

ー
ジ

（
15

分
）

程
度

書
き

綴
る

。
そ

の
際

，
記

載
前

と
記

載
後

の
怒

り
の

レ
ベ

ル
を

10
段

階
で

自
己

評
価

す
る

。
日

記
記

載
終

了
後

，（
a）

怒
り

の
相

手
（

b）
ど

の
くら

い
以

前
の

怒
り

か
（

c）
怒

り
の

レ
ベ

ル
本

調
査

実
験

群
は

，も
つ

れ
た

怒
りに

つ
い

て
，最

大
で

2
週

間
，毎

日
15

分
ま

た
は

3ペ
ー

ジ
程

度
，日

記
を

記
載

し
た

。日
記

の
書

き
方

は
自

由
とし

た
。

紙
媒

体
が

苦
手

な
対

象
者

は
，パ

ソ
コ

ン
で

の
記

載
も

可
能

とし
た

。
統

制
群

は
同

期
間

，
1日

1回
も

つ
れ

た
怒

りを
思

い
出

す
の

み
とし

た
。

実
験

群
は

そ
の

メ
ー

ル
に

返
信

す
る

形
で

，「
日

記
記

載
後

の
怒

りレ
ベ

ル
」

お
よ

び
「

記
載

し
て

い
た

時
の

心
境

」
を

，研
究

対
象

者
に

返
信

し
た

。
介

入
前

後
の

怒
りレ

ベ
ル

の
変

化
に

つ
い

て
，

統
計

的
解

析
に

よ
る

分
析

を
行

っ
た

。
サ

ン
プ

ル
数

が
小

さ
い

た
め

，ノ
ン

パ
ラ

メト
リッ

ク
検

定
（

W
ilc

ox
on

の
符

号
付

き
順

位
検

定
）

で
，

介
入

前
後

の
怒

り
の

平
均

値
の

差
の

検
定

を
実

施
し

た
。

○
○

結
果

，
実

験
群

の
怒

り
は

有
意

に
低

減
し

て
い

た
。

こ
の

た
め

，
「

日
記

を
書

く
」

と
い

う
介

入
に

は
怒

り
レ

ベ
ル

の
低

減
に

効
果

が
あ

っ
た

。
実

験
群

に
行

っ
た

事
後

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

の
結

果
の

内
容

分
析

を
行

っ
た

結
果

，
重

要
と

判
断

さ
れ

た
6つ

の
テ

ー
マ

が
抽

出
さ

れ
た

。
そ

れ
は

「
怒

り
の

変
化

」「
怒

り
の

忘
れ

が
た

さ
」「

書
く

こ
と

に
よ

る
視

点
の

移
動

」「
効

果
の

自
覚

」「
気

持
ち

の
整

理
」「

副
作

用
」

で
あ

っ
た

。
　

副
作

用
と

考
え

ら
れ

る
内

容
の

ほ
と

ん
ど

が
「

思
い

出
す

の
が

辛
い

」
と

い
う

こ
と

だ
っ

た
。

な
お

実
際

に
筆

記
法

を
怒

り
の

低
減

方
法

と
し

て
利

用
す

る
場

合
は

，
自

主
的

に
こ

の
方

法
に

取
り

組
む

こ
と

が
想

定
さ

れ
て

お
り

，
回

避
が

保
証

さ
れ

る
。

し
か

し
詳

細
に

思
い

出
し

て
し

ま
う

こ
と

が
辛

い
と

い
う

こ
と

に
つ

い
て

は
，

む
し

ろ
そ

れ
も

本
法

が
効

果
を

上
げ

る
一

因
（

十
分

に
過

去
の

記
憶

に
暴

露
さ

れ
る

）
と

も
言

え
，

事
前

の
理

解
と

，
日

記
記

載
中

の
サ

ポ
ー

ト
が

重
要

で
あ

る
と

言
え

る
。

書
く

こ
と

そ
の

も
の

を
苦

手
と

す
る

人
も

い
た

。
ペ

ン
で

書
く

以
外

の
方

法
を

考
え

る
こ

と
も

必
要

で
あ

ろ
う

。

21
20

20

杉
山

智
風

，
小

野
は

る
か

，
髙

田
久

美
子

，
土

屋
さ

と
み

，
川

瑶
子

，
小

関
俊

祐

工
業

高
校

に
在

籍
す

る
生

徒
に

対
す

る
集

団
ス

ト
レ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

健
康

ジ
ャ

ー
ナ

ル
32

，
pp

20
3-

21
2

A
県

立
工

業
高

校
1

年
生

6
ク

ラ
ス

の
う

ち
，

授
業

に
参

加
し

た
合

計
21

8名
を

対
象

と
し

た
。

さ
ら

に
対

象
者

を
，

同
学

科
の

2
ク

ラ
ス

ず
つ

，
3

グ
ル

ー
プ

に
分

け
て

実
施

し
た

。

各
グ

ル
ー

プ
に

対
し

，
90

分
1

回
，

そ
れ

ぞ
れ

の
介

入
（

ア
ン

ガ
ー

マ
ネ

ジ
メ

ント
群

，
認

知
行

動
療

法
，

問
題

解
決

訓
練

群
）

を
行

っ
た

。
ア

ン
ガ

ー
マ

ネ
ジ

メ
ント

群
に

は
，「

こ
こ

ろ
の

仕
組

み
」

に
つ

い
て

説
明

し
，

行
動

が
生

じ
る

前
に

自
分

の
考

え
に

気
付

く
た

め
の

具
体

的
な

方
法

に
つ

い
て

，周
囲

の
生

徒
と

話
し

合
い

を
行

っ
た

。
そ

の
後

，
怒

り
を

点
数

化
，

呼
吸

法
，

漸
進

的
筋

弛
緩

法
を

実
施

し
た

。
呼

吸
法

に
関

し
て

は
，

実
際

に
参

加
者

に
体

験
さ

せ
た

。

○
○

○
○

ア
ン

ガ
ー

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

群
で

は
，理

解
度

と
満

足
度

に
お

い
て

，
介

入
前

後
の

評
価

の
差

は
な

か
っ

た
。

そ
の

理
由

と
し

て
，

一
部

の
生

徒
に

お
い

て
は

，
ア

ン
ガ

ー
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

実
際

に
使

え
る

よ
う

な
具

体
的

場
面

が
思

い
つ

か
な

か
っ

た
可

能
性

が
考

え
ら

れ
る

。
こ

の
よ

う
に

，
集

団
を

対
象

と
し

た
心

理
的

介
入

の
場

合
に

は
，

集
団

内
で

の
相

互
作

用
に

問
題

が
起

因
し

て
い

る
可

能
性

が
高

い
一

方
で

，
一

部
の

生
徒

に
介

入
の

目
標

と
し

た
い

問
題

行
動

の
生

起
頻

度
が

多
い

と
い

う
こ

と
も

少
な

く
な

い
と

予
想

さ
れ

た
。

22
20

20

岡
崎

り
さ

，
宮

戸
美

樹
社

会
的

共
有

に
よ

る
怒

り
感

情
の

鎮
静

化
プ

ロ
セ

ス
と

そ
の

機
能

に
つ

い
て

横
浜

国
立

大
学

大
学

院
教

育
学

研
究

科
教

育
相

談
・

支
援

総
合

セ
ン

タ
ー

研
究

論
集

20
，

pp
97

-11
7

予
備

調
査

：
大

学
院

生
10

名
本

調
査

：
28

3名
（

社
会

的
共

有
の

有
無

：
有

48
%

，
無

52
%

）

予
備

調
査

で
は

，
半

構
造

化
面

接
を

実
施

分
析

は
М

-G
T

A
を

用
い

た
。

過
去

1
年

以
内

に
お

け
る

親
密

な
関

係
に

あ
る

人
物

に
対

し
て

の
怒

り
の

経
験

及
び

社
会

的
共

有
，

怒
り

経
験

に
対

す
る

考
え

方
，

気
持

ち
の

変
化

な
ど

に
つ

い
て

尋
ね

た
。

本
調

査
で

は
，

社
会

的
共

有
を

実
施

し
た

群
と

し
な

い
群

を
比

較
し

て
怒

り
感

情
の

鎮
静

の
効

果
を

調
べ

た
。

○

怒
り

感
情

喚
起

後
に

【
抑

制
】，【

攻
撃

】，【
理

性
的

伝
達

】
を

行
っ

た
場

合
，

社
会

的
共

有
が

行
わ

れ
る

。
社

会
的

共
有

を
行

っ
た

後
は

，
‹聞

き
手

に
抱

か
れ

た
気

持
ち

〉，
〈

視
野

拡
大

〉，
そ

れ
ら

ふ
た

つ
の

統
合

さ
れ

る
こ

と
で

〈
再

構
成

〉
に

至
る

。
そ

の
後

〈
怒

り
感

情
の

鎮
静

化
〉

に
向

か
う

。
本

調
査

で
は

，
社

会
的

共
有

を
実

施
し

た
群

が
し

な
い

群
と

比
較

し
て

怒
り

感
情

を
落

ち
着

く
こ

と
に

つ
な

が
っ

て
お

り
怒

り
感

情
の

鎮
静

化
に

効
果

が
あ

る
こ

と
が

示
さ

れ
た

。

23
20

21

河
村

仁
美

，
香

川
香

学
生

相
談

に
お

け
る

ア
ン

ガ
ー

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
践

関
西

大
学

心
理

臨
床

セ
ン

タ
ー

紀
要

12
，

pp
15

-
23

ア
ン

ガ
ー

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
関

心
の

あ
る

大
学

生
と

大
学

院
生

で
，

全
3

グ
ル

ー
プ

を
実

施
し

た
。

グ
ル

ー
プ

A
 が

2
名

（
男

性
2

名
）

グ
ル

ー
プ

Bは
4

名（
男

性
2

名
，

女
性

2
名

）
グ

ル
ー

プ
Cは

3
名（

男
性

2
名

，
女

性
1

名
）

ア
ン

ガ
ー

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

週
に

1
回

90
分

間
で

4
～

5
週

間
実

施
）

前
後

に
自

己
肯

定
意

識
尺

度
，

Lo
cu

s 
of

 
co

nt
ro

l，
日

本
版

Bu
ss

-P
er

ry
攻

撃
性

質
問

紙
実

施
。

プ
ロ

グ
ラ

ム
内

容
怒

り
の

特
徴

や
怒

り
が

発
生

す
る

メ
カ

ニ
ズ

ム
等

に
つ

い
て

解
説

。
コ

ア
ビリ

ー
フと

一
次

感
情

・
二

次
感

情
の

解
説

。
一

次
感

情
へ

の
気

づ
きを

促
す

ワ
ー

クを
実

施
。

6
秒

間
の

過
ご

し
方

（
①

スト
ップ

シ
ン

キ
ン

グ
，

②
カ

ウ
ント

バ
ック

，③
グ

ラ
ウ

ン
ティ

ン
グ

，④
コ

ー
ピ

ン
グ

マ
ント

ラ
，⑤

呼
吸

リラ
ク

セ
ー

ショ
ン

，⑥
タ

イ
ム

ア
ウト

）
を

紹
介

。
怒

りを
視

覚
的

に
捉

え
る

た
め

の
ワ

ー
ク

（
①

ス
ケ

ー
ル

テ
ク

ニ
ック

，②
ア

ン
ガ

ー
ロ

グ
を

実
施

し
，

感
想

を
共

有
。

内
面

的
に

怒
りと

向
き

合
うワ

ー
クと

し
て

①
3コ

ラ
ム

テ
ク

ニ
ック

，②
トリ

ガ
ー

思
考

，③
ブ

レ
イク

パ
タ

ー
ン

に
つ

い
て

説
明

し
，怒

り
の

上
手

な
伝

え
方

とし
て

ア
サ

ー
テ

ィブ
コ

ミュ
ニ

ケ
ー

ショ
ン

を
解

説
。

ホ
ー

ム
ワ

ー
ク

（
学

習
し

た
内

容
を

日
常

生
活

で
使

用
す

る
こと

を
促

す
。）

怒
り

の
特

徴
や

怒
り

が
発

生
す

る
メ

カ
ニ

ズ
ム

等
に

つ
い

て
解

説
。

コ
ア

ビリ
ー

フと
一

次
感

情
・

二
次

感
情

の
解

説
。

○
○

○
○

○
○

○
○

平
均

値
が

上
昇

し
た

の
は

積
極

性
，

充
実

感
，

自
己

実
現

，
自

己
受

容
と

Lo
cu

s 
of

 c
on

tr
ol

で
あ

り
，知

識
教

育
や

ワ
ー

ク
，ロ

ー
ル

プ
レ

イ
を

通
じ

て
，

怒
り

を
理

解
し

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

で
き

る
と

い
う

手
ご

た
え

を
感

じ
た

こ
と

な
ど

が
そ

の
要

因
と

な
っ

た
の

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

。
日

本
版

Bu
ss

-P
er

ry
攻

撃
性

質
問

紙
で

は
，

短
気

，
敵

意
，

身
体

的
攻

撃
，

全
攻

撃
性

は
平

均
値

が
低

下
し

，
言

語
的

攻
撃

は
上

昇
し

た
。

コ
ー

ピ
ン

グ
マ

ン
ト

ラ
は

参
加

者
が

や
や

気
恥

ず
か

し
い

様
子

を
見

せ
た

。
人

に
よ

っ
て

「
べ

き
」

や
「

ト
リ

ガ
ー

思
考

」
が

違
う

と
い

う
こ

と
を

確
認

し
た

こ
と

や
，

ア
サ

ー
テ

ィ
ブ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

よ
り

具
体

的
に

I’m
 O

K
, Y

ou
’re

 O
K

の
状

態
を

実
感

で
き

，
自

己
理

解
・

他
者

理
解

が
促

進
さ

れ
た

。
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し
発

行
年

研
究

者
論

文
テ

ー
マ

掲
載

雑
誌

対
象

者
方

　
法

怒
り

の
感

情
か

ら
離

れ
る

自
分

が
抱

い
て

い
る

怒
り

を
理

解
す

る

結
果

，
考

察
タイ

ム
アウ

ト
気

分
転

換
・

レ
ク

リラ
クゼ

ー
ショ

ン・
呼

吸
法

社
会

的
 

共
有

怒
り

に
つ

い
て

の
 

講
義

怒
り

の
 

測
定

ア
ン

ガ
ー

ロ
グ

べ
き

ロ
グ

・
ト

リ
ガ

ー
ロ

グ
対

処
法

検
討

24
20

21

大
森

良
平

グ
ラ

ウ
ン

デ
ッ

ド
・

セ
オ

リ
ー

・
ア

プ
ロ

ー
チ

に
よ

る
ア

ン
ガ

ー
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
D

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

効
果

に
関

す
る

現
象

モ
デ

ル
の

生
成

LD
研

究
30

（
4）

，
pp

33
4-

34
9

12
歳

（
攻

撃
性

あ
り

），
1

名
ア

ン
ガ

ー
マ

ネ
ジ

メ
ント

Dプ
ロ

グ
ラ

ム
実

践
後

の
半

構
造

化
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
①

オ
リ

②
知

的
理

解
（

気
持

ち
の

温
度

計
）

③
知

的
理

解
（

な
っと

く
の

りく
つ

，
出

来
事

整
理

シ
ート

）（
実

際
の

出
来

事
を

想
起

し
そ

の
時

の
気

持
ち

を
吐

き
出

し
考

え
る

）
④

感
情

的
受

容
（

カ
チ

ッと
フ

ァイ
ブ

）
価

値
観

を
明

ら
か

に
す

る
⑤

新
し

い
行

動
パ

タ
ー

ン
の

獲
得

，
定

着
（

頻
繁

に
生

じ
る

ア
ン

ガ
ー

に
は

，タ
イ

ム
ア

ウト
や

気
分

転
換

で
対

処
）

○
○

○
○

○
○

結
果

，
攻

撃
性

の
背

景
に

は
抑

圧
さ

れ
た

ア
ン

ガ
ー

，
気

持
ち

を
言

語
化

す
る

能
力

の
低

さ
，居

場
所

感
の

な
さ

な
ど

が
示

さ
れ

た
。

ま
た

，【
自

己
理

解
の

深
ま

り
】

と
い

う
現

象
の

中
心

概
念

（
カ

テ
ゴ

リ
ー

）
が

抽
出

さ
れ

，
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
課

程
で

こ
の

カ
テ

ゴ
リ

ー
を

経
由

す
る

こ
と

で
他

者
へ

の
相

談
や

他
者

理
解

の
深

ま
り

が
促

さ
れ

，
向

社
会

的
行

動
が

獲
得

さ
れ

て
い

く
プ

ロ
セ

ス
が

確
認

さ
れ

た
。

さ
ら

に
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
の

動
機

づ
け

の
有

無
や

周
囲

か
ら

の
理

解
と

サ
ポ

ー
ト

が
，

プ
ロ

グ
ラ

ム
か

ら
得

ら
れ

る
効

果
に

影
響

を
及

ぼ
し

て
い

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

た
。

25
20

21

澤
聡

一
大

学
に

お
け

る
「

思
春

期
子

育
て

支
援

講
座

」
の

実
践

に
関

す
る

研
究

北
翔

大
学

教
育

文
化

学
部

研
究

紀
要

6，
pp

53
-6

2

16
名

（
生

涯
学

習
講

座
を

受
け

た
市

民
，

平
均

年
齢

56
.8歳

，
そ

の
う

ち
64

.3％
が

思
春

期
の

子
ど

も
を

も
つ

親

①
思

春
期

の
親

子
関

係
で

生
じ

る
スト

レ
ス

を
題

材
に

ア
ン

ガ
ー

マ
ネ

ジ
メ

ント
の

講
話

を
実

施
。

②
自

己
理

解
の

た
め

の
ア

ン
ガ

ー
マ

ネ
ジ

メ
ント

診
断

（
川

上
・

斎
藤

・
三

浦
20

16
）

③
架

空
事

例
を

通
し

た
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョン

と
動

画
を

用
い

た
リラ

ク
ゼ

ー
シ

ョン
技

法
（

富
永

20
15

）

○
○

○

実
際

に
思

春
期

の
子

ど
も

を
も

つ
学

校
に

出
向

い
て

行
っ

た
と

き
よ

り
も

地
域

住
民

に
全

体
に

実
施

し
た

形
態

の
方

が
，「

自
己

の
理

解
・

知
的

満
足

」
を

高
め

る
。

子
ど

も
と

向
き

合
う

ヒ
ン

ト
を

得
た

と
い

う
自

由
記

述
の

結
果

が
あ

っ
た

。
講

話
の

み
の

実
施

形
態

よ
り

心
理

尺
度

や
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

な
ど

の
体

験
的

学
習

が
効

果
的

だ
と

い
う

結
果

が
あ

り
，

心
理

教
育

的
ア

プ
ロ

ー
チ

は
一

定
の

効
果

が
あ

る
。

26
20

21

和
秀

俊
，

中
島

洋
二

郎
，

奇
二

正
彦

介
護

施
設

職
員

の
ア

ン
ガ

ー
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
お

よ
び

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
に

向
け

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
発

 ―
プ

ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム

・
ボ

ク
シ

ン
グ

エ
ク

サ
サ

イ
ズ

・
自

然
体

験
を

通
し

て
―

田
園

調
布

学
園

大
学

紀
要

16
，

pp
1-

31

介
護

施
設

職
員

64
名

・
プ

ラ
ネ

タリ
ウ

ム
・

ボ
ク

シ
ン

グ
エ

ク
サ

サ
イ

ズ
・

自
然

体
験

（
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
，ヨ

ガ
，

瞑
想

）
の

あ
と

，
参

加
群

と
統

制
群

に
分

け
て

，
以

下
の

調
査

を
実

施
し

比
較

し
た

。
・

精
神

的
健

康
度

（
K

es
sle

r ら
，

20
02

）
・

命
の

意
味

づ
け

尺
度

（
池

田
ら

，
20

13
）

・
死

生
観

尺
度

（
平

井
ら

，
20

00
）

・
日

本
語

版
 S

en
se

 o
f 

Co
he

re
nc

e 
尺

度
（

SO
C-

L9
）

・
仕

事
満

足
尺

度
（

M
ac

do
na

ld
 ら

，1
99

7）
・

怒
り

表
出

尺
度

・認
知

的
評

価
測

定
尺

度
（

CA
RS

）（
鈴

木・
坂

野
ら

，
19

98
）

・
ス

ト
レ

ス
測

定
V

isu
al

 A
na

lo
gu

e 
Sc

al
e 

（
V

A
S）

・
謙

虚
さ

V
isu

al
 A

na
lo

gu
e 

Sc
al

e （
V

A
S）

○
○

ボ
ク

シ
ン

グ
エ

ク
サ

サ
イ

ズ
と

プ
ラ

ネ
タ

リ
ウ

ム
へ

の
参

加
は

，
対

象
者

の
怒

り
の

制
御

を
高

め
，

統
制

群
よ

り
も

望
ま

し
い

状
態

に
す

る
こ

と
が

示
唆

さ
れ

た
。

自
然

体
験

に
つ

い
て

は
，

マ
イ

ン
ド

フ
ル

ネ
ス

状
態

と
な

り
，

ス
ト

レ
ス

の
軽

減
へ

と
つ

な
が

っ
て

い
る

。

27
20

21

北
原

祐
理

感
情

の
機

能
を

理
解

す
る

心
理

教
育

授
業

の
試
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ないと，自分や他人に暴力的な行動をとることがある
ことは知られている。松本は，児童生徒の暴力行為が
2011年の文科省による調査では倍増しており，現在，
6 万件に達している16）ことに着目し，その背景にあ
るコミュニケーション能力や，感情コントロール能力
の低下を指摘していた。さらに，2008年の東京都が実
施した健康に関する調査でも，常にイライラを感じる
人が約70％を超え，多いのは20代であることも，大学
生に影響しているのではないかといった，比較的若い
世代の大学生を対象とする研究背景として記述してい
る。松本の研究では， 7 名の大学生に，これまでの人
生で起こった最も心が傷つけられた体験に関して，心
の奥底にある感情を書くように求める筆記課題を 3 日
間連続して実施するような，繊細な内容の研究も見ら
れ，効果を得ていた14）。介入では，そのように，怒り
を想起させるような方法が他の研究でも多く記述され
ていたが，井澤の研究のように，怒りに対して大学生
がどう対処するのかを，迷路課題を用いたり，挑発す
るような刺激語を用いたりして，大学生の怒りを発生
させ実施するものもあった。これらのように，大学生
は，児童・生徒では困難とされる課題や，感情の挑発
といった対処にも対応が可能な時期である。さらに，
大学生に研究を進める背景として，大学生における友
人関係について考察されている研究も散見され，怒り
の感情のコントロールが大学生の対人関係に影響して
いる15）ことから，自らの感情を客観視することが可
能な大学生を，対象者として設定する意義は大きいと
思われた。

対象者が児童・生徒では，小，中学校においての暴
力行為の発生件数の割合が高水準で続いていることか
ら16），アンガーマネジメントを感情理解の教育内容の
一部とし，学ぶべきスキルと推奨し，強すぎる怒りや
怒りの表出に対する心理教育が行われている背景があ
る。発達障害や攻撃性が高く配慮が必要な子どもの
対象では17）， 18）学習の遅れの問題と同様に，他害行為
等の対人関係トラブルが起こりやすいため，プログラ
ムとして実施されてきた。症例数の少なさから，対象
者が 1 名のみのようなケース・スタディ報告もみられ
るが18）， 20），文部科学省は，平成24年12月の「通常の
学級に在籍する発達障害（学習障害，注意欠陥／多動
性障害，高機能自閉症等）調査」を公表し，通常学級
における学習面又は行動面で著しい困難を示す児童生
徒の割合が6.5％存在することを明らかにしている19）。

このことからも，感情のコントロールが未熟な年代へ
のアンガーマネジメントの重要性が大きいということ
が考えられる。

少年院などの刑事施設収容者への更生プログラムに
おいてもアンガーマネジメントは実施されている。高
野は，保護観察，少年院，刑務所収容者に実施する際，
対象者をIQ 85以下の者とし，学習プログラムの一環
としてアンガーマネジメントを実施した21）。高岸は，
対象者の価値観（コア・ビリーフ）に視点をあてて，
行動や傾向を対象者の価値観を中心に整理し，対象者
自身が行なった暴力が適当なことであったのかどうか
行動変容の定着を促すプログラムを実施した22）。いず
れの事例においても，その後の暴力行為の低減効果は
現れたと報告している。問題点としては，現存の方法
は，一定の効果をもつことが示唆されているが，暴力
行為の要因が年々複雑になってきていることや，プロ
グラム構成の実施回数が足りないことで効果の低減が
危惧されていることから，攻撃性を多面的に測定する
評価ツールの開発が必要な段階になってきた21）と述
べている。

2．本研究で抽出された各研究の介入方法について 
（表1）

各研究において，それぞれで実践された介入方法の
内訳は，表1である。介入方法としての内容から，「怒
りの感情から離れる」といった，タイムアウト，気分
転換・レクリエーション（以下レク），リラクゼーショ
ン・呼吸法，社会的共有と，「自分が抱いている怒り
を理解する」といった，怒りについての講義，怒りの
測定，アンガーログ，べきログ・トリガーログ，対処
法検討の 2 つに大別された。
「怒りの感情から離れる」は，怒りの状況から，心

と身体をいったん離すことや，気持ちを切り替える
方法で怒りとの距離をとっていた。また，「自分が抱
いている怒りを理解する」では，今どうしてこの状況
になっているのか，今後どうして行ったらよいのかと
いった，怒りの性質を理解し，怒りに対しての意識を
根本的に見直す方法で怒りの鎮静化を図っていた。
「怒りの感情から離れる」における介入方法の詳

細では，タイムアウトが 3 件18）， 20）， 23），気分転換・レ
ク が 2 件20）， 24），リラクゼ ー ション・ 呼 吸 法 が14件
14）， 15）， 20）， 23） - 33），社会的共有が14件18）， 22）， 23）， 25）， 26）， 28） -32）， 34） - 

37）であった。「自分が抱いている怒りを理解する」にお
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ける介入方法の詳細では，怒りについての講義が12
件17）， 21） - 23）， 26）， 28） - 32）， 35）， 37），怒りの測定10件17）， 18）， 22）， 23）， �

26）， 28） - 30）， 32）， 38），アンガーログ13件14）， 17）， 18）， 21） - 23）， 28）， 37） - 

42），べきログ・トリガーログ 8 件14）， 18）， 21） - 23）， 26）， 29）， 41），
対処法検討12件14）， 17）， 18）， 20） - 23）， 26）， 28）， 35）， 39）， 43）であった。
年代を通して大きな変化はみられないが，実践介入は，
それぞれの方法を組み合わせて行われていた。全期間
を通して，リラクゼーション・呼吸法の実践報告は多
いが，「自分が抱いている怒りを理解する」において
の内容は，2010年代から実践報告数を増やしていた。

ここでそれぞれの方法と目的について述べる。
1 ）怒りの感情から離れる

タイムアウトは，相手の了承を得て，一旦，中断し
離れることである。これには，この場を離れることに
よって否定的思考を繰り返すことを避ける13）作用を
持っている。感情調節が難しい子どもを対象としたプ
ログラムでは，タイムアウトや，気分転換が組み込ま
れていた。発達障害の子どもは，嫌な出来事に直面す
ると，否定的な自動思考が反芻することで不安や怒り
を高めるという悪循環に陥りやすいため，そのような
思考を制止して，肯定的な思考に切り替え，気晴らし
や活動を実施することを進めている。頭の中に空白を
作る「ストップシンキング」13）もある。これらの方法は，
子どもにもわかりやすい方法として活用されていた。

アンガーマネジメントは，ストレス軽減につながる
ことが注目されており，気分転換・レクは，実施者が
特別なスキルを必要としない気軽な方法として，日ご
ろのストレス軽減を目的に実施されている24）。

呼吸法やリラクゼーションといった方法も怒りの感
情から心と身体を離すためには有効である。マインド
フルネスは，今ここでの経験や瞬間に，評価や判断を
加えることなく能動的に注意を向けることであり，今
この瞬間を生きるという考え方27）である。マインド
フルネスな状態になることを目指したプログラムは，
本来，慢性疼痛やうつ病，がん患者で有用性が認めら
れており，抑うつや不安の原因になるネガティブな感
情の反芻傾向に効果があると27）されている。また，
リラクゼーションの呼吸法やヨガ，瞑想なども，アン
ガーマネジメントのプログラムに用いられていた。井
澤の報告でも，呼吸法の実施は，血圧を降下させ，怒
りの鎮静化に効果があった15）としている。石田は，
マインドフルネス瞑想は，継続することによって怒り
の継続の低減が確認された33）と報告している。呼吸

法は，大学生を対象とした介入でよく実践されている
ことから，その発達段階だからこそ，実施できる内容
や，評価できる内容もあることがあることがわかった。

社会的共有は，その感情を他者に語ることであり，
不快な感情を共有することで怒りの感情を緩和させる
行動として期待されている42）。今回抽出された文献で
は，感情を語るなど，複数の対象者とのグループワー
クを実施されているもの23）， 27）があった。
2 ）自分が抱いている怒りを理解する

書くという方法は，怒りの対処手段として，多くの
介入研究で様々な対象者に取り入れられている。筆記
の内容は，怒りの記録としてのアンガーログや，怒り
の原因を見直す記録方式のトリガーログ，べきログが
ある。

アンガーログは，認知行動療法として Navacoに
よって開発され，主にアメリカ，カナダで感情の起伏
が激しい成人向けに展開されてきた10）。これは，ワー
クシートに，怒りの刺激，思考，行動整理するもので
ある。本田は，小学生の心理教育において，集団で，
怒りの定義，怒りが起こる状況を振り返り，それに伴
う行動，気持ちを文章完成シートに記入を促し，それ
ぞれで発表していくことで，自身の怒りを客観的にみ
ていくことで効果があった44）と報告している。この
ように自分の中の怒りを書いて，後から読み返す行動
は，怒りの感情を外から客観的に見つめる手段である。
このように感情を書くということについての実践評価
は高く，多くの年代の対象者に用いられていた。

その中でも，怒りに至った自分の価値観や信念（コ
ア・ビリーフ）を書く，べきログや，怒りの引き金となっ
たトリガー思考を書きだすトリガーログ45）は，自ら
の怒りの感情を客観視し，そのメカニズムを導き出す
ことで怒りをコントロールしていく方法である。畠山
は，怒りを自己が想定していることとは，異なった出
来事や，扱い方をされた時に期待と現実のズレ（不一
致）が生じることで喚起される感情46）と定義している。
この他者とのズレとなる部分を埋めていく考えの方法
である。これらの実践傾向は，2010年代から増えてい
る。二次感情である怒りの前に発生する，一次感情の
心配や不安，落ち込み，悲しみ，悔しさ，憎しみ，期
待などの否定的な感情に着目し，怒りが発生する前の
不安や怒りの情動反応は，ビリーフを通過して生じる
とされている47）。このことからも，怒りの対処にはま
ず，一次感情に着目し，その人が，どんなことから，
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そのような否定的感情を抱き，怒りの感情につながっ
たのか，コア・ビリーフやトリガー思考を明らかにす
る必要がある。松本は，大学生14）に，宮城は，中学
生29）に，対象者が怒るに至った正体であるコア・ビリー
フについて明らかにしていく有効性を報告している。
白井は，広汎性発達障害の児童に用いた怒り感情のコ
ントロールプログラムにおいて，児童自身の怒り原因
となったトリガー思考を理解し怒りをコントロールす
ることは，個人差はあるが期待できる17）ものである
としており，これまで様々な対象者において，実践可
能な方法であると報告されている。筆記することの問
題点として，調査中に怒りの感情が想起され，つらい
状況になる恐れがある。橋内は，怒りを思い出し過去
の記憶に暴露されることは，むしろそれが効果を上げ
る一因となると述べているが，実施前に実践方法につ
いてしっかり教えておくことによって，被験者がいつ
でも回避が可能であるということを保証することが重
要である38）としている。さらに，筆記が苦手な人へ
の配慮などの問題点があると述べられている。

Ⅳ．考　　　察

これまで，我が国のアンガーマネジメントに関する
研究動向から，近年のマネジメントの対象者とそれぞ
れの怒りへの介入方法を明らかにした。それぞれの方
法から見た，これまでのアンガーマネジメントの現状
と今後の課題について考察した。

1．アンガーマネジメントの現状
1 ）方法から見た考察

本研究では，2000年からのアンガーマネジメント研
究を概観してきた。報告された介入方法には多くの方
法があり，怒りに対して様々な方法がとられていた。
介入内容から「怒りの感情から離れる」，「自分が抱い
ている怒りを理解する」に大別したところ，アンガー
ログ，べきログなど筆記することを用いた「自分が抱
いている怒りを理解する」が増えていた。怒りのメカ
ニズムを理解して，怒りを根本から捉えることは，怒
りの場面の時だけではなく，普段から怒りに対して，
思考をコントロールしていくことが有効であるという
ことが示唆される結果であった。しかし，このように
多くの対象者に用いられていた筆記法であるが，この
方法はただ書いただけでは意味がないものである。小

学生や，刑事施設収容者のような，感情の調節が困難
であり，教示の理解が難しい対象者に対しては，実施
だけではなく，書いた内容をもとに，その内容がもつ
意味に，適切な気づきへ導き出すファシリテーターが
必要となってくる。さらに小学生や，刑事施設収容者
では，怒りを記述していくアンガーログから，自身の
価値観を見つめ直すべきログまでプログラムされてい
る。これらの対象者が自分の考えに気づくよう導き出
し，行動変容を促すようになる評価方法については，
実践数が少なく，更なる検討が必要だと思われた。
2 ）大学生が対象者として意味するもの

本研究では，アンガーマネジメントの対象者として
大学生が多く採用されていた。近年，アンガーマネジ
メントの実践に大学生を対象としている背景には，大
学生という年代において，感情を適切にコントロール
し人間性を育んでいく重要な時期であり，それを社会
が望む傾向があるからだと考えられる。

青年期である大学生は，エリクソンが自我同一性の
危機と呼んだように，スチューデントアパシー，ピー
ターパン症候群，モラトリアム人間，リストカット，
ニート予備軍など，心理社会的に不安定な状態である。
近年，大学生の健康状態や感情状態を把握した報告は
多く，そのほとんどは精神的健康状態の問題がある学
生が多いこと48）や， 5 年ごとに大学生に実施されて
いる「学生の健康白書」では，近年，精神的な設問に
対しては，不安や自信の低下を自覚する学生や，対人
関係において「人との関係で傷つくのがすごく怖い」
と思っている学生が半数存在する49）と報告されてい
る。また，大学生が，このような状況になってしまう
要因になっているものの一つとして，以前と異なる対
人とのコミュニケーションの変化が考えられる。総務
省2020年の通信利用動向調査によると，20～39歳の年
代では，スマートフォン（以下スマホ）を 9 割以上が
利用している50）と報告している。館農が2018年に大
学生・専門学校生を対象にスマホ依存尺度を用いた調
査を行ったところ，39.3％の学生が依存傾向ありとい
う結果であった。さらに， 1 日 3 時間以上スマホを利
用する学生が57.0％を占めるという結果51）も，問題が
大きいと考えられる。近年，コロナウイルスの感染拡
大により，家で過ごす時間が増えた。大学生は，他者
と対面で関わる時間が大幅に減少し，スマホ依存傾向
による問題傾向はますます高くなるのではないかと予
測される。スマホなどのネット依存には，視力低下，
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頸肩腕症候群，運動不足，抑うつや攻撃性，希薄な人
間関係など数々の問題52）も指摘されている。現代の
大学生には，スマホを中心としたオンライン上の対人
関係が存在し，対人コミュニケーションの取り方が従
来とは全く異なってきている。沖田は，現在の大学生
は，「人と争わない」ことを規範としている53）と述べ
ていることからも，対人関係トラブルをなるべく避け
ようとする傾向にあり，実際にトラブルが生じるとう
まく対応ができない可能性が大きいと考えられた。

大学生は，社会に出た後，様々な対人関係に遭遇し
ていく。対象者を大学生にした理由は，このように対
人関係に危機が生じやすい年代であることが関係して
いると考えられる。価値観が異なる人とのコミュニ
ケーションは，イライラした気持ちを持つことが多く
なり，怒りが発生しやすい。多様な価値観を進める現
代の社会情勢は，お互いの多様な価値観を認めていく
ことである。安藤は，働き方改革を進めるためのワー
クライフバランスやダイバーシティは，アンガーマネ
ジメントの必要性を逆に増やしている13）と述べてい
る。本研究では，職場のアンガーマネジメントに関す
る介入の研究報告は，一般的な職場のものは，まだほ
とんどみられない。しかし，2021年の日本経済団体連
合会による職場のパワーハラスメント（以下パワハラ）
に関する調査では，「感情をコントロールする能力向
上のための研修」を実施する企業が約 3 割増えてい
る54）という結果となっている。大学生を対象にアン
ガーマネジメントを進めていくことは，今後の社会に
おける生産性の高い人間形成のためには必要なことで
ある。

さらに，大学生が近い将来，親となった時にも，感
情のコントロールを必要とする。怒りは，対象との関
係性によっても異なり，対象者が近い親しい関係性の
方が怒りの表出は強い傾向になる45）という報告もあ
る。親子関係での怒りでは，子育て中の母親が子ども
の態度や言動に対して否定的な感情，特に怒りを持っ
ており，子育て実践に大きな影響を与えていると，杉
本らは述べている55）。これらのことから，将来の仕事
や家庭をイメージし，大学生の対人関係の向上を意識
したコミュニケーション技法としてのアンガーマネジ
メントを検討していくことは，大変意義のあるである
と考えられた。

2．今後の課題
現在，我が国においても多くの場面で用いられるよ

うになったアンガーマネジメントは，広く認識される
ようになった。今回の結果では，様々な怒りの状況に
用いられるマネジメント介入について，実践の評価が
確立されていない問題がみられた。評価尺度として使
用されていることが多い STAXI 日本語版56）において
も，その教示内容は経験が少ない子どもには難しく，
多様化する怒りには対応されていないことが考えられ
た。怒り感情に特化した評価を作成していく必要があ
る。さらにこのことは，それぞれの対象者が抱く怒り
の感情の捉え方が，各対象者によって異なり曖昧なと
ころに問題があるのではないかとも考えられる。我が
国のアンガーマネジメントは，小・中学生や，刑事施
設収容者といった感情調節が未熟で，攻撃性が高い傾
向のある対象者，大学生のように争いを好まない全体
的な対人関係が苦手な対象者，母親やパワハラに悩む
ビジネスパーソンのように職場関係，家族関係といっ
た特定の人との関係性が上手く保てない対象者，医師
や，看護師，教師などといった感情労働による役割か
ら発生する怒りをもつ対象者が存在していることがわ
かった。これらの対象者は，それぞれ怒りの特色が異
なり，表出もさまざまである。今後は，このように，
さまざまな怒りの特徴に合わせたアンガーマネジメン
トを進めていく必要がある。感情調節が未熟で，攻撃
性が高い傾向のある対象者には，感情理解を中心とし
た教育プログラムを，全体的な対人関係が苦手な大学
生には，対人との関係調整を中心としたコミュニケー
ションプログラムを，特定の人との関係性が上手く保
てない対象者には，対人関係調整と自信回復プログラ
ムを，役割から発生する怒りをもつ対象者には，リラ
クゼーションを中心としたマインドフルネスプログラ
ムを軸にアンガーマネジメントの内容を検討していく
ことが今後の課題となってくる。

アンガーマネジメントは，怒りの感情を，相手では
なく自分の状況によって発生するものとして，その場
やその状況からいったん離れて自己を客観的にみつめ
直すことを推奨している。本田は，怒りの感情調整に
おける第 1 の目標は感情の分化であるとして，①自分
のもやもやした気持ちは何なのか，②それはなぜ生
じたのか，③その気持ちをどう処理すればよいかを考
えることが一連のステップである20）と提唱している。
感情の分化とは，怒りを感じた際の感覚的，身体的状



齊　藤14

態や怒りの要因とその対処法の自覚化である。
今回，我が国におけるアンガーマネジメントの介入

方法の現状を整理することによって，様々な対象者の
怒りの特性に対応できる介入方法を検討していくこと
が今後の課題になってくると考えられた。外から見て
も明らかに怒りを抱えている人への怒りのコントロー
ルとして注目されたアンガーマネジメントは，現在，
外に怒りを出すことを意識したマネジメントに変化し
ていると考えられる。自らの怒りの感情を認識し，そ
のため苦痛を伴っている場合は，自分のコントロール
によって適切に鎮静化させていくことが，今後のアン
ガーマネジメントの目標となると考えられる。

本研究には，利益相反として申告するべき内容は含
まれていない。
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